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志
賀
原
発
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廃
炉
に
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消
費
税
増
税
は
撤
回
せ
よ
！ 

安倍“暴走政治”から市民守る“防波堤”として 

事
故
が
起
き
た
ら
、
七
尾
市
民
は
逃
げ
ら
れ
ま
せ
ん 

社
会
保
障
の
大
改
悪
と
一
体
の
大
増
税
は
お
か
し
い
で
す 

津幡町での適用条件は、 

(1) 50 万円以上の工事を地
元業者に発注 

(2) 工事費の 20％・最大 20
万円を助成 

(3) 他の制度と併用可能 

 

消
費
税
８
％
へ
の
増
税
発
表
の
10
月
か
ら
年
金
１
％
カ
ッ
ト
が
始
ま
り
ま
す
。
そ
し
て

年
金
支
給
日
の
15
日
開
会
の
臨
時
国
会
で
は
、
今
後
の
社
会
保
障
切
捨
て
の
「
プ
ロ
グ
ラ

ム
法
」
を
決
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
怒
り
の
声
を
広
げ
て
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
ま
し
ょ
う
。 

 

●
子
ど
も
の
医
療
費
の
窓
口
負
担
ゼ
ロ
に 

●
高
す
ぎ
る
国
保
税
を
年
２
万
円
引
き
下
げ 

●
県
内
ト
ッ
プ
の
介
護
保
険
料
の
引
き
下
げ 

●
在
宅
介
護
の
方
に
介
護
慰
労
金
を 

---

中
能
登
町
は
毎
月
２
万
円 

●
「
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制

度
」
を
つ
く
っ
て
、
市
内
の
住

宅
関
連
業
者
に
仕
事
と
雇
用
を

…
発
注
す
る
方
も
大
満
足
で
す
。 
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認
定
者
を
介
護
保
険
の
対
象
外
に 

 
 

 

一
定
所
得
以
上
は
利
用
料
を
１
割
→
２
割
に

引
き
上
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特
養
ホ
ー
ム
か
ら
要
介
護
１
・
２
を
締
め
だ
す 

年
金 

支
給
額
を
毎
年
削
減
へ 

 
 
 

支
給
開
始
年
齢
を
65
歳
→
68
～
70
歳
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社
会
保
障
の
切
捨
て
は
許
せ
な
い
！ 

安
倍
内
閣
の
社
会
保
障
切
捨
て
リ
ス
ト
（
主
な
も
の
） 

 


